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地
域
の
個
性
が
輝
く
生
活
快
適
都
市〝
上
田
〞

〜
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と 

活
気
あ
る
交
流 

風
格
た
だ
よ
う
ま
ち
〜
を
め
ざ
し
て

市
で
は
、
地
域
の
個
性
が
輝
く
生
活
快
適
都
市″
上
田
〞を
め
ざ
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
素
案
、

「
上
田
市
都
市
計
画
道
路
見
直
し
」の
原
案
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
概
要
と
説
明
会
・
意
見
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

魅力ある住みやすいまちづくりのために
　都市計画マスタープランは、都市計画法に基づく、市の20年後の姿を見据えた土地利用のあり
方や、都市施設の整備方針などを具体的に定めた“まちづくりの指針”で、魅力ある住みやすい都市
として、一体的かつ持続可能なまちづくりの方向性を定めるものです。

多極ネットワーク型コンパクトシティに向けて
　今年３月、県において上田および丸子都市計画区域が統合され、「上田都市計画区域
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マスタープ
ラン」も変更策定されました。また、国が地方都市の人口減少や少子高齢化などを背景に、福祉・
医療・商業などの生活サービスと居住を集約した拠点集約化（コンパクト化）と、その拠点機能を効
果的につなぐ公共交通ネットワークの再構築により、持続可能な都市経営を目指す方針「多極ネッ
トワーク型コンパクトシティ」に大きく舵

かじ

をとったことを踏まえ、市でも拠点集約型都市（※）のま
ちづくりを進めるための、「上田市都市計画マスタープラン」を策定します。

都市計画マスタープラン　今年度中の策定を目指して
　「上田市都市計画マスタープラン」
は、行政区域全体を対象に「都市づく
りの目標と方針」などを示した全体
構想と、市内９地域別の都市づくり
方針の２つにより大きく構成されて
います。この素案を基に、説明会や
意見募集を通じて、市民の皆さんか
らのご意見をいただき、今年度中の
策定を目指しています。

■上田市都市計画マスタープランの素案がまとまりました

【将来都市構造図】
　拠点を都市づくりの中心に置き、多彩な地域資
源をエリアと位置付け、これらを軸とするネット
ワークにより連携を図ります。

※拠点集約型都市とは・・・
　市街地の無秩序な拡散を抑え、郊外農地や自然を守りながら市街地中心部の都市機能を充実することによりまちなか居住を推
進し、徒歩をはじめ公共交通で商店街や公共施設が利用できるまちづくりを「集約型都市」といいます。
　市では都市機能集積拠点（中心市街地）を中心とし、丸子・真田・武石・塩田に生活複合拠点を定め、それぞれに都市機能を充
実させていく『拠点集約型都市』によるまちづくりを進めていきます。

　  都市計画課
　　 　TEL23・5127

・・
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都市計画道路 別所丸子線（市道中丸子22号線・整備中）

■上田都市計画道路見直し原案がまとまりました

都市計画マスタープランに関するご意見をお寄せください
　「上田市都市計画マスタープランの素案」、「上田都市計画道路見直し原案」の内容を公表するとともに、市民の皆さ
んからの意見を募集します。いただいたご意見は市の考えとともに、後日ホームページなどで公表します。
○意見募集期間　12月16日㈫～平成27年１月23日㈮
○閲覧場所　　　①市ホームページ　②市役所都市計画課
　　　　　　　　③各地域自治センター（丸子、真田、武石、豊殿、塩田、川西）
　　　　　　　　④公民館（中央、西部、城南、上野が丘）
○意見の提出方法　意見書（指定様式）に、住所、氏名、電話番号を記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。
　①郵送　〒386-8601（住所不要）都市計画課宛 ②FAX　23・8247
　③メール（tosikei@city.ueda.nagano.jp） ④都市計画課窓口（市役所本庁舎４階）
    ※電話では受け付けませんのでご了承ください

都市計画マスタープラン素案の説明会を開催します
　「上田市都市計画マスタープランの素案」、「上田都市計画道路見直し原案」の内容を説明し、
市民の皆さんから意見をお伺いするため、説明会を開催します。
　ご都合の良い会場へお越しください。
　12月16日㈫　19：00～20：30　武石公民館
　12月17日㈬　19：00～20：30　真田中央公民館
　12月20日㈯　13：30～15：00　上田文化会館
　12月21日㈰　13：30～15：00　丸子文化会館
　12月22日㈪　19：00～20：30　上田創造館

　上田市の都市計画道路は、41路線、総延長約120㎞が都市計画で定めら
れており、平成25年度末時点の整備率は約32.9％（県全体43.7％）となって
います。
　これまでは、人口増加や経済成長に伴う自動車交通量の増加を想定した
道路網の拡充を図るため、多くの路線を計画・整備してきましたが、近年
の人口減少や経済の低成長などの社会情勢の変化により計画決定当時と状
況が変わってきているため、市では都市計画道路の見直しを進めています。

都市計画道路とは？
 　都市の骨格となるもので交通機能だけでなく、都市環境・ライフライン・
防災などの空間を確保する機能を持つ、まちづくりに大きく関わる道路で
す。都市計画法に基づき、あらかじめルート・幅員などが決められており、
都市計画道路が計画されている区域内には、将来の整備が円滑に進むよう
に建築物の建築に一定の制限があります。

どのように見直したの？
 　県の見直し指針に基づき、見直し対象（未整備の幹線街路、および区画
街路で、当初決定後20年以上経過した路線）を抽出した結果、28路線が見
直し対象となり、都市環境・防災・交通などの機能面からの必要性や、代
替道路や実現性など、それぞれの評価の視点に加え、道路網としての検証
も行いました。

見直し原案の内容は？
 　見直しの結果、変更候補区間を含む路線は９路線、廃止候補区間を含む
路線は16路線となりました。この見直し原案を基に、市民説明会や意見
募集を通じて、市民の皆さんからのご意見をいただき、成案に向けて進め
ていきます。
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糖
尿
病
が
増
え
て
い
ま
す
！

　

市
内
で
は
平
成
20
年
と
比
較
し
て
平
成
25
年

度
の
生
活
習
慣
病
の
医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま

す（
グ
ラ
フ
①
）。
す
べ
て
の
疾
病
で
医
療
費
が

急
増
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
糖
尿
病
の
医
療

費
が
増
え
て
お
り
、
糖
尿
病
が
原
因
で
腎
不
全

に
な
る
方
も
増
え
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
②
）。
ま

た
、
糖
尿
病
の
前
段
階
で
あ
る
、
高
血
糖
状
態

の
方
も
多
い
状
況
で
す
。

　

糖
尿
病
は
健
康
的
な
生
活
を
奪
う
だ
け
で
な

く
、
重
症
化
し
て
腎
不
全
な
ど
の
合
併
症
を
引

き
起
こ
す
原
因
と
な
り
、
結
果
、
多
額
の
医
療

費
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
、
ま
た
、
本
人
が
自
覚
症
状
と
し
て
捉
え
て

い
な
い
こ
と
も
多
く
、
知
ら
な
い
間
に
糖
尿
病

に
か
か
っ
て
い
る
場
合
や
、
病
気
が
進
行
し
て

か
ら
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！
特
定
健
診
!!

〜
自
分
自
身
の
た
め
、
あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
た
め
に
〜

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
生
活
習
慣
病
を
よ
り
効
果
的
に
予
防
す
る
た
め
、
40
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に
着
目
し
た
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）・
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（①②とも上田市国保５月分レセプトより）

特
定
健
診
を
受
診
し
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
・

重
症
化
予
防
を
し
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
を
受
け
て
自
身
の
リ
ス
ク
を
知
る

こ
と
で
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
、

重
症
化
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
健

康
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
の
抑
制

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
上
田
市
国
民
健

康
保
険（
国
保
）特
定
健
診
を
受
診
し
た
方
の
医

療
費
は
、
受
診
し
て
い
な
い
方
の
４
割
程
度
で

す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
が
上
が
れ
ば
、
市
全
体

で
病
気
が
重
症
化
す
る
人
が
減
り
、
一
人
あ
た

り
の
医
療
費
も
下
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
、
さ

ら
に
は
個
人
が
負
担
す
る
保
険
料（
税
）も
少
な

く
て
済
み
ま
す
。

　

ま
ず
は
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の

体
の
状
態
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
す
。
健
診
の
結
果
か
ら
、
糖
尿
病
を
は
じ
め

と
す
る
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
方

は
重
症
化
し
な
い
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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上
田
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率

は
？
…
県
内
77
市
町
村
中
74
位
！

　

平
成
25
年
度
の
上
田
市
国
保
の
特
定
健
診
の

受
診
率
は
34
・
８
％
で
、
県
内
77
市
町
村
中
74

位
と
、
と
て
も
低
い
状
況
で
す
。
県
内
の
他
の

自
治
体
で
は
、
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
習

慣
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
診
し

て
毎
年
の
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う（
受
診
率
目
標

60
％
）。　

国
保
の
特
定
健
診
は
、

平
成
27
年
１
月
31
日
ま
で
で
す

　

市
で
は
、
国
保
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健
診

を
行
っ
て
い
ま
す（
国
保
以
外
の
方
は
、
加
入

の
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医
療
保
険
者
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

●
期
間　

平
成
27
年
１
月
31
日
㈯
ま
で

●
実
施
場
所　

市
内
の
指
定
医
療
機
関（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
ま
た
は
、
左
記
に
問

い
合
わ
せ
）

●
内
容　

問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿

検
査
、
血
液
検
査
、
診
察
な
ど

●
持
ち
物　

特
定
健
診
受
診
券
・
保
険
証
・
受

診
料（
原
則
１
０
０
０
円
。
た
だ
し
、人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
受
診
券
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

　

※ 

受
診
券
が
お
手
元
に
な
い
方
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休
日
健
診
を
実
施
し
ま
す

●
実
施
日　

１
月 

17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
　
　
　
　

24
日
㈯
・
25
日
㈰
予
定

　

国
保
加
入
者
で
平
日
に
健
診
が
難
し
い
方
を

対
象
に
、
土
日
に
集
団
健
診
を
行
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
10
月
に
通
知
し
ま
し
た
が
、
申
し
込

み
を
し
て
い
な
い
方
は
、
左
記
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
詳
細
を
ご
案
内
し
ま
す（
申
込
状

況
に
よ
り
日
程
変
更
あ
り
）。

75
歳
以
上
の
方
へ

　

市
で
は
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
長
寿
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
指
定
医
療
機
関

で
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
受
診
後
は
…

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
！

　

市
の
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動
指

導
士
が
皆
さ
ん
の
生
活
改
善
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
市
の
保
健
指
導
や
生
活
改
善
教

室
に
参
加
し
た
方
は
、
参
加
し
な
か
っ
た
方
に

比
べ
て
改
善
度
が
大
き
い
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。
健
診
受
診
後
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　  国保年金課　TEL23・5118
　　  健康推進課　TEL28・7124
　　  健康福祉課　TEL42・1117
　　  健康福祉課　TEL72・9007
　　  健康福祉課　TEL85・2067

ウォーキング教室を通して生活習慣病予防

55



「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」へ
の
支
援

上田市教育支援プラン推進の取組
　市および市教育委員会は、将来を託す子どもたちの健全な育成を最重要課題として位置づけ、学
校教育のそれぞれのステージで取り組むべき具体的な支援策を「上田市教育支援プラン」としてまと
めて実行しています。
　今回は全４回の最終回として、その１つの目標、「地域に信頼され、地域に開かれた学校づくり」
について、主な取組を紹介します。

Vol.4 

地域に信頼され地域に開かれた学校づくり

○学校支援地域本部事業の推進
　塩田中学校では、公民館との連携による「学校支援地域本部事業※1」を活用して、基礎学力をつけるための
学習支援や、校内の緑化推進を図るための環境整備活動を中心に、多くの地域ボランティアが活動しています。
　また、他の学校でも地域ボランティアが学校の教育活動に協力する事例が広がりつつあります。今後、さ
らに公民館の機能を生かして、地域全体で学校を支援する取組を進めていきます。
※１  学校支援地域本部事業… 地域の教育力の低下や教員一人ひとりの勤務負担の増加に対応するため、地域ぐるみで学校を支

援する事業

○コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の推進
　コミュニティ・スクールとは、指定した学校に学校運営協議会を設置し、保護者や地域住民が一定の権限
と責任を持って学校運営に参画することを通じて、地域に開かれた信頼される学校づくりを進める新しい仕
組みです。
　今後も、学校と保護者、地域の皆さんの意向を踏まえてコミュニティ・スクールを指定し、必要な研修や
情報提供を行い、さらに、より簡易な信州型コミュニティスクール※2の導入も進めていきます。
※２  信州型コミュニティスクール…新たに学校運営協議会を設置する必要がなく既存の組織を活用できる。

しおだめぐりボランティアによる前山寺説明しおだめぐりボランティアによる前山寺説明

地域ボランティアによる学習支援（理科教室）地域ボランティアによる学習支援（理科教室）

環境支援ボランティアによる整備活動環境支援ボランティアによる整備活動

地域ボランティアによる学習支援（そろばん指導）地域ボランティアによる学習支援（そろばん指導）
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将来の上田市を支える子どもたちを育成するために

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

　  学校教育課　TEL23・5101

○職場体験学習の場の拡大
　一人ひとりの児童・生徒が自らの社会における役割や将来の生き方などを考え、自らの進路を選択・決定
できるようキャリア教育を推進し、目標に向かって計画的に取り組む態度を育むことによって、次代を担う
小・中学生が確かな職業観を持ち、地元企業に対する関心を高めるために、職場体験学習を実施しています。
　学校関係者、商工業者、高校・大学関係者、有識者などで構成する「上田市ものづくり・キャリア教育推
進検討委員会」と連携し、職場体験についての企業向けパンフレットを作成することなどによって、職場体
験学習の場の拡大に努めています。児童・生徒にものづくりや働くことの大切さを理解させ、実践的な体験
の充実を図るなど、地域全体でキャリア教育を支援・推進しています。

○地元企業との連携による職場体験
　今年度は、職場体験を市内約400事業所の協力を得ながら、市内すべての中学校で実施し、約1,500人の
生徒が接客やものづくり、保育園などの職場を体験しました。

　市教育委員会では、「上田市教育支援プラン推進の取組」の基本目標である「次代を担う人づくり（教育環境の整備と地域ぐる
みの教育）」の実現に向け、４つの重点目標「①学ぶ意欲を育む授業、②きめ細やかな個に応じた指導、③安全・安心な学校づ
くり、④地域に信頼され、地域に開かれた学校づくり」を目的に、子どもたちの「生きる力」を育むとともに、将来の上田市を
支え、世界に羽ばたいていく人材を育成する教育の推進に向け取り組んでいます。今後も子どもの学びや生活の支援、教員や
学校の教育活動の支援、家庭・地域・社会の教育力の充実に向けた支援を進めてまいります。

中学生の職場体験中学生の職場体験 産業展での職場体験のまとめの展示産業展での職場体験のまとめの展示

◎職場体験に参加した生徒の声
・ まだ将来のことは決まっていませんが、今回の体験で仕事の苦労と嬉

うれ

しさを知りました。今後の進路を
決めるうえで参考にしていきたいです。
・ 今回の職場体験では、仕事の大切さ、楽しさ、効率の良さがわかりました

　市教育委員会では、職場体験学習をする子どもたちを受け入れていただける事業所を募集しています。
ご協力いただける場合は、学校教育課へご連絡ください。
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平
成
25
年
度
決
算

　  財政課
　　TEL23・5113

一般会計
　平成25年度一般会計の決算は、歳入総額748億円余、歳出総額716億円余となり、26年度へ繰り越す財源
を除いた実質収支は、約25億円の黒字となりました。
　歳出総額は、前年度に比べて約70億円増額していますが、これはサントミュ－ゼ（交流文化芸術センター・
市立美術館）の建設のほか、丸子小牧線トンネル工事や第二中学校の改築事業などによるものです。

市税は１％減の208億円
　歳入の３割を占める市税は、前年
度と比較して1.1％、約２億3,740万
円の減でした。
　軽自動車税は2.7％、市たばこ税
は10.7%増加しましたが、法人市民
税実効税率の引き下げや地価の下落
の影響などにより、市民税は3.4％、
固定資産税は0.4％、都市計画税は
0.8％の減となりました。

市債は66％増の92億円
　市債は、前年度と比較して65.8％、
36億3,080万円の増でした。
　増額の主な理由は、交流・文化施
設整備事業などにより、合併特例
債が前年度と比較して約152％増と
なったためです。
　市債の９割以上は、返済に対する
国の支援が手厚い合併特例債と普通
交付税の不足分を埋めるために発行
する臨時財政対策債です。

自主財源：市税、使用料など　市が自主的に得られる財源
依存財源：地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準によって
 定められた額が交付される財源

歳入

市民一人当たり
46万5,259円
（前年度比10.3％増）

地方交付税
156億4,260万円（20.9 ％）

【地方交付税の内訳】
普通交付税 142億9,117万円
特別交付税  13億5,143万円

市債
91億5,200万円 
（12.2 ％）

国庫支出金
79億2,215万円 
（10.6 ％）

県支出金
36億5,773万円
（4.9 ％）

交付金など
26億1,908万円（3.5 ％）

その他
76億3,893万円 （10.2 ％）

諸収入
73億7,323万円（9.9 ％）

自主財源　47.9％

依存財源　52.1％

市税
208億2,609万円
（27.8 ％）

【市税の内訳】
固定資産税 94億9,204万円
市民税 86億4,370万円
都市計画税 11億4,872万円
市たばこ税 11億2,432万円
軽自動車税 3億7,034万円
入湯税 4,697万円

平
成
25
年
度
の
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
か
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納
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か
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ら
せ
し
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す
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民生費は約4.5％増の198億円
　全体の約３割を占める民生費は、
高齢者福祉施設整備事業や自立支援
給付などの増により、前年度と比較
して4.5％、約８億6,000万円の増で
した。

総務費は約55％増の128億円
　総務費は、サントミューゼ（交流
文化芸術センター・市立美術館）の
建設が進んだことにより、前年度と
比較して54.7％、約45億1,351万円
の増でした。

土木費は約13％増の106億円
　土木費は、丸子小牧線バイパス整
備をはじめとする市道新設改良事業
の増などにより、前年度と比較して
12.8％、約12億円の増でした。

歳出

消防費
18億8,131万円
（2.7％）

労働費
2億6,100万円
（0.4％）

災害復旧費
1億4,578万円
（0.2％）

市民一人当たり
44万5,336円
（前年度比10.9％増）

民生費
198億6,130万円
（27.7％）

総務費
127億6,330万円
（17.8％）

土木費
106億2,869万円
（14.8％）

商工費
 56億2,703万円
（7.9％）

教育費
54億4,778万円
（7.6％）

衛生費
35億9,166万円（5.0％）

公債費
83億8,498万円

（11.7％）

農林水産業費
26億5,827万円（3.7％）

議会費議会費
3億7,635万円3億7,635万円
（0.5％）（0.5％）

◎歳入・歳出ともに表示単位を四捨五入してあります。端数処理のため合計額は一致しないことがあります。

748億3,180万円

716億2,745万円

88



会　計　名
決　算　額

各 事 業 の あ ら ま し
歳　入 歳　出

土地取得事業 2億2,662万円 2億2,662万円 土地などの取得に関する経費

同和地区住宅
新築資金等貸付事業 4,909万円 3,621万円 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 166億3,856万円 161億0,393万円
自営業など他の健康保険に加入されていない方々のための医療保険事務
（74歳までの方への医療費の給付）
○被保険者数　40,088人　○保険給付状況　109億3,584万円

後期高齢者医療事業 15億9,349万円 15億9,059万円
高齢者（75歳以上）および65歳以上の一定の障がいのある方を対象とした医
療保険の保険料徴収などの事務　
○被保険者数　23,569人

介護保険事業 143億9,602万円 142億3,461万円
介護予防が必要な方、および介護が必要となった方への保険給付ほか
介護保険運営事務
○第一号被保険者数　44,010人　○保険給付状況　135億5,334万円

社会福祉授産事業 6,321万円 6,204万円 障がいを抱えた方の能力や希望に沿った就労の支援（上田・武石の２事業所）

駐車場事業 1億8,524万円 1億8,498万円 上田駅お城口、および温泉口にある市営駐車場の管理運営

市街地再開発事業 3,708万円 3,698万円 上田駅前ビル・パレオの管理など

武石診療所事業 1億3,512万円 1億1,489万円 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）

合　　　計 333億2,444万円 325億9,085万円 　

特別会計
　特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするための会計で、市には９つの特別会計があります。
　特別会計全体の決算額（歳出）は、前年度と比べると２％、約７億209万円の減となりました。

【歳入】333億円　【歳出】326億円

※１ 収益的収支：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に必要な経費
※２ 資本的収支：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

公営企業会計

会 計 名
収益的収支※１ 資本的収支※２

収　入 支　出 収　入 支　出

真田有線放送電話事業 5,503万円 4,503万円 5万円 33万円

産婦人科病院事業 4億8,509万円 5億5,584万円 1,437万円 3,207万円

水道事業 25億7,874万円 22億9,252万円 1億8,018万円 12億6,718万円

公共下水道事業 48億2,657万円 45億0,290万円 6億9,455万円 33億0,665万円

農業集落排水事業 11億3,892万円 12億2,018万円 2億9,106万円 7億1,972万円

合　　　計 90億8,435万円 86億1,647万円 11億8,021万円 53億2,594万円

　公営企業会計とは、水道料金などの収益によって運営される会計です。
　企業会計全体の決算額（歳出）は前年度と比べると3.7％、約５億2,959万円の減となりました。

【歳入】103億円　【歳出】139億円

●上田市の一般会計決算額を年収500万円の家計簿に当てはめてみると･･･ ？

家計（市の財政） 金額（昨年度比）

給料（市税収入など） 362万円（＋10万円）

住宅ローン借入（市債借入） 61万円（＋24万円）

臨時収入（国庫・県支出金） 77万円（＋13万円）

収入合計 500万円（＋47万円）

家計（市の財政） 金額（昨年度比）

日常生活費
（人件費・扶助費など）

325万円（＋２万円）

住宅ローン返済（公債費） 56万円（＋０万円）

家財購入・修繕（投資的経費） 87万円（＋48万円）

貯金（積立金） 11万円（－３万円）

支出合計 479万円（＋47万円）

余り 21万円（＋０万円）

収入 支出
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　市の予算は、道路の建設のために使う土木費、教育のために使う教育費、というように目的別に
区分しています。ここでは、この区分ごとに、平成25年度に実施した主な事業を紹介します。

土木費
～道路や河川などの整備のために～

○市道新設改良事業…………………………  19億5,007万円
　（丸子小牧線バイパス、国分小岩門線、神畑原峠線など）
○交通安全施設整備事業…………………… ３億4,837万円
　（小島手塚線、黒坪長島線、踏入大屋線など）
　歩行者の安全と交通の円滑化を図るため、歩道を整備し
交通安全対策に努めました。
○道路維持事業……………………………… ７億1,946万円
　（小沢根線補修工事や２月の雪害への交付金、除雪委託
など）
○交通運輸対策事業………………………… ３億6,816万円
 （別所線安全対策事業費補助、運賃低減バス運行事業負
担金ほか）
○市営住宅改修事業………………………… １億5,332万円
　（千曲町団地、下之郷桜団地など）

市民一人当たり　66,083円

106億円

労働費
～雇用の促進と労働者福祉のために～

○労働者福祉事業…………………………… １億6,291万円
　（中小企業退職金共済掛金の助成や、住宅建設資金融資
預託金、生活資金融資預託金など）

○雇用対策職業訓練事業………………………… 3,645万円
　（「起業支援型地域雇用創造事業」による創業支援や雇用
の受け皿づくりなど）

市民一人当たり　1,623円

2.6億円 消防費
～救急・消防のために～

○広域連合負担金…………………………… 14億4,749万円
○消防団運営事業…………………………… １億9,773万円
　（消防団活動の拠点となる分団詰所の新設工事など）
○防災対策事業費………………………………… 7,206万円
　（地区防災センター修繕や訓練塔建設用地購入など）
○消防施設整備事業……………………………… 5,769万円
　（耐震性貯水槽・消火栓の新設・改修など）

市民一人当たり　11,697円

19億円

教育費
～子どもたちの教育などのために～

○小中学校施設整備事業…………………… ９億 307万円
　（清明小学校プール・第二中学校校舎改築事業、耐震補
強工事など）
○幼稚園助成事業…………………………… １億1,602万円
　（私立幼稚園就園奨励費補助金など）
○要保護および準要保護児童生徒援助事業…… 8,330万円
　（就学援助費）

市民一人当たり　33,871円

54億円商工費
～商工観光の振興のために～

○中小企業金融対策事業…………………… 41億1,730万円
　（中小企業の資金繰り支援、利子補給など）
○観光宣伝事業……………………………… １億2,015万円
　（おもてなし武将隊結成事業など）
○市民まつり事業………………………………… 6,959万円
○観光施設整備事業……………………………… 6,112万円
　（武石番所ヶ原スキー場整備事業など）

市民一人当たり　34,985円

56億円

農林水産業費
～農業・林業の振興のために～

○土地改良事業（農道整備、水路改修など） ３億2,880万円
○松くい虫防除対策事業…………………… １億7,471万円
○有害鳥獣防除対策事業………………………… 4,931万円
　（有害鳥獣侵入防止柵整備や檻・ワナ購入補助など）　　
○地域営農システム確立対策事業……………… 6,395万円
　（農地流動化促進補助や新規就農者への給付など）

市民一人当たり　16,527円

27億円
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目的税（入湯税と都市計画税）の使いみち

●入湯税は、観光施設の整備、消防施設などの整備、環境
衛生施設の整備などに要する費用に充てるため、温泉の
入湯客に納めていただく目的税です。

【入湯税4,697万円を充てた主な事業】
○観光施設の整備………………………………… 5,719万円
○観光振興（観光施設の整備を除く）……… １億3,755万円
○消防施設などの整備…………………………… 3,364万円
○環境衛生施設の整備…………………………… 9,063万円
●都市計画税は、都市計画事業などに要する費用に充てる
ため、都市計画区域内の土地または家屋の所有者に納め
ていただく目的税です。

【都市計画税11億4,872万円を充てた主な事業】
○街路の整備………………………………… １億3,247万円
○公園の整備………………………………… ２億6,197万円
○下水道の整備……………………………… ４億3,586万円
○上記事業の地方債償還…………………… 47億4,164万円

公債費
～借りたお金の返済のために～

○元金償還金（686件） ……………………… 75億3,530万円
○利子償還金（749件） ……………………… ８億4,524万円

市民一人当たり　52,133円

84億円

災害復旧費
～被災施設の機能回復のために～

○農林水産業施設災害復旧事業………………… 5,359万円
　（農地農業用施設や林道の復旧など）
○公共土木施設災害復旧事業…………………… 8,279万円
　（三角橋や築地原24号線の復旧など）
○文教施設災害復旧事業…………………………… 940万円
　（丸子文化会館の舞台屋根復旧など）

市民一人当たり　906円

1.5億円

一般会計の主な使いみち

議会費
～市議会の運営のために～

○議会費……………………………………… ３億7,635万円
 （市議会の運営に係る費用や人件費など）

市民一人当たり　2,340円

3.8億円

民生費
～福祉や子育て事業のために～

○自立支援給付事業………………………… 27億7,623万円
　（施設支援給付費、共同生活支援給付費など）
○児童手当支給事業………………………… 27億4,183万円
○保育所管理運営・施設整備事業………… 13億3,891万円
　（保育所の改修工事など）
○民間保育所運営・助成事業……………… 12億5,589万円
○福祉医療費給付事業……………………… ７億5,174万円

市民一人当たり　123,486円

199億円

衛生費
～ごみ処理や健康づくりなどのために～

○ごみ処理事業……………………………… ５億4,775万円
○予防対策事業（予防接種の実施など）…… ３億2,477万円
○周産期医療緊急対策事業………………… １億2,613万円
　（医学生への修学資金貸付や産婦人科病院の医師報酬補
助など）
○環境衛生事業……………………………… １億 412万円
 （太陽光発電システム設置に対する補助、環境美化監視
員によるパトロールなど）

市民一人当たり　22,331円

36億円

総務費
～市の全般的な事務のために～

○交流文化芸術センター・市立美術館建設事業
 　　　　　　　…………………………… 62億1,948万円
○自治会関係事業…………………………… １億5,153万円
 （広報等配布業務等委託、コミュニティ活動等交付金など）
○防犯対策事業…………………………………… 8,996万円
 （防犯灯交換事業補助金、防犯灯電気料補助金など）
○市民協働推進事業……………………………… 7,854万円
 （わがまち魅力アップ応援事業補助金など）

市民一人当たり　79,354円

128億円
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　自治体の財政状況を分析するための様々な指数を総称
して「財政指標」と呼んでいます。
　財政の健全性を示す４つの「財政指標」のうち、「実質
公債費比率」および「将来負担比率」は、いずれも前年度
の決算数値を下回る改善の状況となりました。
　「実質赤字比率」および「連結赤字比率」は黒字決算のた
め、該当がありませんでした。
　ここでは、財政指標に加えて、財政力指数、市債残高
や基金残高をお知らせします。

　地方公共団体の財政基盤の強さを表す指標で、標準的な地
方税収を行政事務の必要経費で割った数値の過去３年間の平
均値です。
　自主財源の割合が高いと財政力が強いことになり、１を超
えると、普通交付税が交付されなくなります。

　地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさ
を、その地方公共団体の財政規模に対する割合で表したもの
です。
　この比率が18%以上になると国や県の許可のない借入はで
きなくなり、25％以上になると借入が制限されます。

　市では、道路、学校、病院や
下水道などの整備のために市債
（借入金）を活用しています。長
期の借入を行うことで、財政負
担を複数年に分け、計画的な財
政運営を行っています。

　市の貯金ともいえる基金を、
平成25年度合計で約17億円積
み立てる一方、約16.7億円を取
り崩して、事業実施のために活
用しました。

　地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱えている負債
の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で
表したものです。350%以上で早期健全化が必要となります。
現在は、早期健全化基準（350%）のほぼ６分の１の水準の
58.9％に改善しました。

財政力指数0.587（県内19市平均　0.553）

実質公債費比率7.0％（県内19市平均　9.4％）

市債残高1,440億円

基金残高237億円

将来負担比率58.9％（県内19市平均　52.8%）

◎市債の年度末現在高
区　分 25年度末
一般会計 676億2,461万円
特別会計 8億3,787万円
企業会計 755億1,175万円
合　計 1,439億7,422万円

◎基金の年度末現在高【一般会計+特別会計】
区　分 25年度末

財政調整基金 39億 969万円
減債基金 41億7,931万円

その他の特定目的基金 133億7,005万円
定額運用基金 22億5,110万円
合　計 237億1,015万円

上田市の財政状況
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練
馬
区
長
が
初
訪
問

　

東
京
都
練
馬
区
の
前ま
え

川か
わ

燿あ
き

男お

区
長
が

４
月
の
就
任
後
初
め
て
上
田
を
訪
れ
、
練
馬
区

立
武
石
少
年
自
然
の
家
や
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の

視
察
の
後
、
母
袋
市
長
と
面
会
し
、
練
馬
区
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
区
民
・
都
民
に
上
田

の
魅
力
を
発
信
す
る
と
い
う
観
光
面
で
の
連
携

や
、
美
術
館
同
士
の
展
示
の
連
携
策
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

10/27・28
友好都市

藤
井
寺
市
長
が
初
訪
問

　
「
大
坂
の
陣
」で
真
田
幸
村
公
が
戦
い

を
繰
り
広
げ
た
道
明
寺
合
戦
が
行
わ
れ
た
大
阪

府
藤
井
寺
市
の
國く
に

下し
た

和か
ず

男お

市
長
が
初
め
て
上
田

を
訪
れ
、
母
袋
市
長
と
懇
談
し
、「
大
坂
の
陣

４
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
」を
足
掛
か
り
に
、も
っ

と
も
っ
と
市
民
を
巻
き
込
ん
で
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
と
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

寧ニ
ン

波ポ
ー

市
へ
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
派
遣

　

市
内
中
学
生
な
ど
24
人
に
よ
る
ジ
ュニ

ア
大
使
が
、
交
流
事
業
の一環
と
し
て
中
華
人
民

共
和
国
浙
江
省
寧
波
市
を
訪
れ
、
寧
波
外
国
語

学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

出
石
お
城
ま
つ
り（
豊
岡
市
）に

井
上
副
市
長
が
参
加

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
・
兵
庫
県
豊
岡
市
で
開
催

さ
れ
る「
出
石
お
城
ま
つ
り
」で
は
、
毎
年
り
ん

ご
や
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
上
田
産
の

り
ん
ご
は
大
変
な
人
気
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

完
売
と
な
り
ま
し
た
。

10/31・11/1
真田丸

10/31～11/4
友好都市

11/3
姉妹都市

豊
岡
市
民
ツ
ア
ー
が

上
田
市
を
訪
問

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
豊
岡
市
民
が
上
田
を

訪
れ
る
市
民
ツ
ア
ー
。
別
所
温
泉
の
散
策
や
、

上
田
城
で
は
母
袋
市
長
も
自
ら
ツ
ア
ー
の
案
内

を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

11/5・6
姉妹都市

「
真
田
丸
」歴
史
リ
レ
ー
講
演
会

交
流
会（
沼
田
市
）

　

群
馬
県
沼
田
市
で
開
催
さ
れ
た
自
治
体
交
流

会
に
母
袋
市
長
が
参
加
し
ま
し
た
。「
真
田
丸
」

放
送
決
定
を
契
機
に
、
真
田
氏
ゆ
か
り
の
自
治

体
で
は
広
域
連
携
に
向
け
た
機
運
が
ま
す
ま
す

高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
収
穫
祭

　

鎌
倉
市
民
を
中
心
に
首
都
圏
の
皆
さ

ん
が
参
加
す
る
東
山
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
制
度
も

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
１
３
０
組
を

超
え
る
方
に
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
赤
く
実
っ
た
り
ん
ご
を
嬉う
れ

し

そ
う
に
収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

11/8
真田丸

11/15
姉妹都市 国内外の姉妹（友好）都市　　（順不同）

神奈川県鎌倉市、新潟県上越市、兵庫県豊岡市
東京都練馬区、和歌山県九度山町、
寧波市（中華人民共和国）
ブルームフィールド市郡（アメリカ合衆国）
ダボス町（スイス連邦）
□災害時応援協定都市
静岡県沼津市、埼玉県上尾市
■真田氏ゆかりの地
大阪府大阪市・藤井寺市
群馬県沼田市・嬬恋村など（真田街道推進機構）
宮城県白石市・蔵王町、秋田県由利本荘市　　　など

　

市
で
は
、
国
内
外
10
の
都
市
と「
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
」、「
災
害
時
応
援
協
定
都
市
」と
し
て
提
携
し
て
い
る
ほ
か
、「
真
田
街

道
推
進
機
構
」の
群
馬
県
沼
田
市
や
嬬
恋
村
、
ま
た
大
阪
市
な
ど
、
真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
と
の
広
域
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

実
り
の
秋
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
は
、
毎
年
、
信
州
上
田
産
の
り
ん
ご
な
ど
を
販
売
す
る
物
産
展
や
、
お
祭
り
へ
の
相
互
参
加

を
通
じ
て
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
上
田
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
秋
の
交
流
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
交
流

「
真
田
丸
」連
携

ま
す
ま
す
深
ま
る

ま
す
ま
す
広
が
る

前川区長が母袋市長に面会前川区長が母袋市長に面会

上田城で母袋市長がツアーの皆さんをご案内

　  秘書課　TEL22・34351313



TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター
TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所

新感染症などの発生に対応するため

「上田市新型インフルエンザ等対策行動計画」を策定しました
　毎年流行する季節性のインフルエンザとは別に、アジアを中心とした世界各地では、強毒性である鳥イン
フルエンザ（Ｈ５Ｎ１）のヒトへの感染例や感染による死亡例が報告されています。
　この鳥インフルエンザがヒトからヒトへの感染力を獲得すると、ほとんどの人が免疫を持たないため世界
的な大流行となり、大きな健康被害と社会的打撃をもたらすことが懸念されています。
　この鳥インフルエンザの変異をはじめとした新型インフルエンザや人類が未知
の新感染症の発生に対応するため、政府行動計画、および長野県行動計画に基づ
き、上田市での新型インフルエンザなどの対策に関する基本的な方針、および市
が実施する措置などを示した「上田市新型インフルエンザ等対策行動計画」を策定
しました。本計画は、法律に基づき長野県知事、および上田市議会に報告し、市
ホームページにも掲載しています。
　  健康推進課　TEL28・7124

お知ら
せ

お知ら
せ

マイナンバー制度の導入に向けて

意見を募集します（パブリックコメント）
　マイナンバー制度の導入に当たり、特定個人情報保護評価書（素案）に対する市民の皆
さんからのご意見を募集します。
　マイナンバー（個人番号）は、国民一人ひとりが持つ12桁の番号のことです。
　平成27年10月以降、マイナンバーを通知するカードが各世帯に郵送され、平成28年
１月からは、社会保障・税・災害対策の行政手続での利用が順次始まります。
公表内容 　住民基本台帳に関する事務についての「特定個人情報保護評価書（素案）」
公表場所 　市ホームページ（「行政・条例」からご覧ください）、市役所行政管理課
 丸子・真田・武石地域自治センター市民生活課
意見の提出　12月26日㈮までに、メール、FAX、郵送（〒386-8601（住所不要）行政管理課

宛）、または下記窓口（市役所本庁舎３階）へ。
　  行政管理課　TEL22・4100（内線1002）　FAX25・4100
　　　　　　　　　メールgyokanri@city.ueda.nagano.jp

募集募集

○特定個人情報保護評価とは
　マイナンバーが含まれているファイルを保有するにあたり、個人のプライバシーなどの権
利利益に与える影響を事前に評価し、リスクを軽減するための措置を講ずるもので、法律で
実施が定められています。

　65歳以上の市民を対象に、12月31日㈬まで、インフルエンザ予防接種が1,000円
で受けられます。医療機関に予約の上、年齢・住所を確認できるもの（保険証・運
転免許証など）と体温計を持参してください。詳細は広報うえだ10月１日号に掲載。
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INFORMATION PICK UP

環境負荷の低減を目的に開催

平成27年版カレンダー・手帳プレゼント会催し催し

教育委員会・体育協会事務局

上田駅前ビル・パレオに移転します
　これまで、やぐら下庁舎・第二庁舎でそれぞれ業務を行っていた、教育委員会事務局、および
上田市体育協会事務局が、平成27年１月５日㈪から、上田駅前ビル・パレオ５階に移転し、業
務を行います。

　長野県環境保全協会上小支部と上田市環境ISOネットワークでは、平成27年版カレンダー・手帳プレゼント
会を開催します。平成27年版のカレンダーや手帳を必要とする方に使っていただくことで、環境への負荷を
少しでも減らすことを目的としています。カレンダー・手帳を提供いただける方は収集期間内に下記、または
各地域自治センターまでお持ち下さい。皆さんのご協力をお願いします。
収集期間 　12月８日㈪～19日㈮（土・日を除く）の午前８時30分～午後５時15分
収集場所 　市役所生活環境課、または各地域自治センター
◇プレゼント会
日　時 　12月24日㈬午後１時30分～
 （なくなり次第終了）
場　所 　JR上田駅（お城口）
内　容 　カレンダー配布（一人２～３点）、
 手帳配布（一人１点）
 当日開始前に整理券を配布します（整理券

はカレンダーと手帳別々に配布。両方もら
うことも可）。

注意事項 　カレンダー・手帳は均等に選んでいただき
ますので、早い時間から並んでも希望のも
のがもらえるとは限りません。

　  生活環境課　TEL22・4100（内線1388）

移転する課名など
場　　　　所 電話番号

（変更なし）移転前（12月26日まで） 移転後（１月５日から）

教育総務課 やぐら下庁舎２階

上田駅前ビル・パレオ５階
（天神一丁目８番１号）

TEL23・5100

学校教育課 やぐら下庁舎１階 TEL23・5101

生涯学習課
第二庁舎２階

TEL23・6370

文化振興課 TEL23・6361

スポーツ推進課
やぐら下庁舎１階

TEL23・6372

体育協会事務局 TEL27・9400

※ 車で来庁の際は、お城口第二駐車
場を利用いただき、駐車券を各課
カウンターにお持ちください。

　  教育総務課　TEL23・5100

お知ら
せ

お知ら
せ

1515



16Information A La Carte

ア･ラ･カルトア･ラ･カルト情報情報
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
の
ご
み
の
受
入
は
、
12
月
31
日

㈬
〜
１
月
４
日
㈰
ま
で
休
止
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

ま
だ
申
請
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
の
た

め
に
、申
請
期
限
を
次
の
と
お
り
延
長
し
、

申
請
の
お
知
ら
せ
を
10
月
に
発
送
し
ま
し

た
。
お
知
ら
せ
を
受
け
た
方
で
、
ま
だ
申

請
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
申
請
期
限

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
期
限　

12
月
26
日
㈮

　

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

● 

そ
の
他　

申
請
の
お
知
ら
せ
は
、
給
付

金
の
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
支
給

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
支
給
ま
で

は
、
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

福
祉
課　

TEL
75
・
２
６
７
１

道
路
の
危
険
箇
所
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
に
通
行
で
き
る

よ
う
、
道
路
上
に
穴
や
土
砂
・
落
石
な
ど

の
障
害
物
、
倒
れ
る
危
険
性
の
あ
る
道
路

標
識
、
水
路
・
側
溝
の
蓋ふ
た

の
不
具
合
な
ど

を
見
つ
け
た
時
は
、
左
記
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
市
道

　

管
理
課　
　
　
　
（
TEL
23
・
５
１
２
５
）

　

土
木
課　
　
　
　
（
TEL
23
・
８
２
４
２
）

　

丸
子
建
設
課　
　
（
TEL
42
・
１
０
３
２
）

　

真
田
建
設
課　
　
（
TEL
72
・
４
３
３
１
）

　

武
石
建
設
課　
　
（
TEL
85
・
２
７
９
３
）

● 

県
道
と
国
道
18
号
以
外
の
国
道

　

上
田
建
設
事
務
所（
TEL
25
・
７
１
６
４
）

● 

国
道
18
号

　

長
野
国
道
事
務
所（
TEL
22
・
２
７
３
７
）

　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
５

上
田
都
市
計
画
下
水
道

変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
変
更
案
を
縦
覧

し
ま
す
。
こ
の
変
更
案
に
対
し
、
市
長
宛

て
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

● 

縦
覧
内
容　

上
田
都
市
計
画
公
共
下
水

道
の
変
更

● 

縦
覧
期
間　

12
月
12
日
㈮
〜
26
日
㈮
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

● 

縦
覧
場
所　

市
役
所
下
水
道
課（
北
庁

舎
３
階
）、
丸
子
上
下
水
道
課
、
真
田

上
下
水
道
課
、
武
石
地
域
振
興
課

● 

意
見
書
の
提
出　

縦
覧
場
所
に
用
意
し

て
い
る
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
縦
覧
期
間
内
に
縦
覧
場
所
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
で
き
る
方
は
市

民
ま
た
は
利
害
関
係
者
に
限
り
ま
す
。

　

下
水
道
課　

TEL
23
・
５
１
２
８

宝
く
じ
助
成
事
業
で

整
備
し
ま
し
た

　

八
日
町
自
治
会
で
は
、（
公
財
）長
野
県

市
町
村
振
興
協
会
所
管
の
宝
く
じ
助
成
金

を
受
け
て
、夏
祭
り
用
の
子
ど
も
み
こ
し
、

半
て
ん
、
テ
ン
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。
今

後
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
自
治
会

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

産
業
観
光
課　

TEL
42
・
１
０
４
８

森
林
づ
く
り
県
民
税

（
森
林
税
）に
ご
理
解
を
！

　

県
で
は
、
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
平
成
20
年
度
か
ら

「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
」（
森
林
税
）

を
活
用
し
て
、
間
伐
な
ど
の
森
林
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

間
伐
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幹
や
根
の
成

長
が
促
進
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素（
CO2
）の

吸
収
を
高
め
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い

森
林
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
見
通
し
も
良

く
な
り
、
野
生
鳥
獣
が
出
没
し
に
く
い
環

境
に
も
な
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
森
林
税

を
活
用
し
、
平
成
20
〜
25
年
度
に
延
べ
87

団
地
、
約
１
１
７
０
ha（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の

森
林
を
間
伐
し
ま
し
た
。
森
林
づ
く
り
を

支
え
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　

TEL
25
・
７
１
３
８

　
　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が

便
利
に
！（
エ
コ
ー
ル
）

　

上
田
市
・
東
御
市
・
坂
城
町
・
長
和
町
・

青
木
村
の
各
公
共
図
書
館
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
本
の
検
索
や
予

約
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
月
か
ら
予
約
で
き
る
本
の
対
象

が
、
貸
出
禁
止
の
本
を
除
く
す
べ
て
の
本

に
広
が
り
ま
し
た
。
詳
細
は
、
左
記
、
ま

た
は
各
公
共
図
書
館
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン

　

12
月
20
日
㈯
か
ら
今
年
度
の
営
業
を
開

始
し
ま
す
。
初
日
は
リ
フ
ト
料
金
が
無
料

と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ
／
催
し

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

12
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所　

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

● 

内
容　

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
祈
願
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
滑
走
。
終
了
後（
お
お
む

ね
午
前
10
時
〜
）一
般
滑
走
可
能

　

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

　
　

TEL
86
・
２
２
１
３

武
石
森
林
公
園
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
今
年
度
営
業
終
了

　

12
月
23
日（
火
・
祝
）で
平
成
26
年
度
の

営
業
を
終
了
し
ま
す（
積
雪
に
よ
り
早
期

終
了
の
場
合
あ
り
）。
平
成
27
年
度
の
営

業
開
始
は
平
成
27
年
４
月
１
日
で
す
。

　

武
石
森
林
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
85
・
２
２
２
２

林
業
退
職
金
共
済
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

林
業
に
従
事
さ
れ
て
い
て
、
林
業
退
職

金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職

金
の
請
求
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
を
探
し
て
い
ま
す
。
加
入
の
有
無
が
不

明
な
方
は
、
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 （
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
本
部

　
　

TEL
03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

催　

し

弦
楽
四
重
奏
〜
冬
を
彩
る

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
〜

● 

日
時　

12
月
20
日
㈯
午
後
２
時（
開
場

１
時
30
分
）

●
場
所　

川
西
公
民
館

● 

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
、
今
年
話
題

の
曲
な
ど
の
演
奏

● 

出
演　

川
西
カ
ル
テ
ッ
ト﹇
大だ
い

工く

原は
ら

加か

奈な

子こ

さ
ん
・
大お
お

井い

俊と
し

恵え

さ
ん（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）、
上う
え

原は
ら

恭き
ょ
う

子こ

さ
ん（
ヴ
ィ
オ

ラ
）、
寺て
ら

島し
ま

都と

志し

子こ

さ
ん（
チ
ェ
ロ
）﹈

● 

入
場
料　

５
０
０
円（
中
学
生
以
下
無

料
）

　

川
西
公
民
館　

TEL
22
・
５
０
０
４

予
防
医
療
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ロ
コ
モ
予
防
」

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運
動

器
症
候
群
）と
は
、
骨
・
関
節
・
筋
肉
な

ど
体
を
動
か
す
器
官
の
障
害
の
た
め
要
介

護
・
要
介
護
に
な
る
危
険
の
高
い
状
態
を

い
い
ま
す
。測
っ
て
、試
し
て
、知
っ
て
隊
、

は
じ
め
よ
う
、
広
げ
よ
う
、
ロ
コ
モ
予
防
。

●
期
間　

12
月
６
日
㈯
〜
13
日
㈯

● 

場
所　

イ
オ
ン
上
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

● 

内
容　

①
予
防
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
、

②
体
験
コ
ー
ナ
ー（
13
日
㈯
午
後
２
時

30
分
〜
４
時
30
分
の
み
）／
ロ
コ
モ
度

テ
ス
ト
、
ク
イ
ズ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
に
記
念
品
を
進
呈

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

 

㈱
ジ
ャ
パ
ン
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ズ（
斎

木
）　

TEL
03
・
３
２
９
１
・
０
１
１
８

　
　
（

健
康
推
進
課
）

あ
す
な
ろ
の
会
上
田

（
上
小
地
域
自
死
遺
族
交
流
会
）

　

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
交
流

会
で
す
。同
じ
体
験
を
さ
れ
た
仲
間
同
士
、

思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
会
の
内
容

が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

話
を
聞
く
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

● 

日
時　

12
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分（
受
付
１
時
〜
）

● 

場
所　

市
内（
詳
細
は
申
込
者
に
案
内

し
ま
す
）

● 

対
象　

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

（
自
死
さ
れ
た
方
の
親
・
配
偶
者
・
兄

弟
・
子
ど
も
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
程
度（
お
茶
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

 

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

　
　
（

健
康
推
進
課
）

ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会

in
丸
子

　

国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
４
年
連
続
金

賞
受
賞
の
マ
リ
コ
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
ワ
イ
ン

を
は
じ
め
、
数
種
類
の
ワ
イ
ン
の
試
飲
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
17
日
㈬
午
後
６
時
〜
８
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
定
員　

先
着
70
名

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

● 

申
し
込
み　

12
月
８
日
㈪
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

● 

そ
の
他　

飲
酒
を
伴
い
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
な
ど
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　

陣
場
台
地
研
究
委
員
会
事
務
局

　
　
（

産
業
観
光
課
内
）

　
　

TEL
42
・
１
０
３
７

第
２
回
あ
い
そ
め
の
湯

グ
ラ
ウ
ン
ド
カ
ッ
プ

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
体
を
動
か
し

た
後
に
、
温
泉
に
入
っ
て
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か（
参
加
賞
ほ
か
あ

り
）。

● 

日
時　

12
月
18
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後

２
時
頃（
受
付
８
時
30
分
〜
。
少
雨
決

行
）

●
場
所　

あ
い
そ
め
の
湯

●
定
員　

先
着
50
名

● 

参
加
費　

１
５
０
０
円（
昼
食
代
、
入

浴
優
待
券
な
ど
を
含
む
。
当
日
徴
収
）

● 

持
ち
物　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
用

具
、
防
寒
具
、
水
分
補
給
用
飲
料（
用

具
の
な
い
方
は
申
し
込
み
時
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
）

● 

申
し
込
み　

12
月
13
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

あ
い
そ
め
の
湯　

TEL
38
・
２
１
０
０
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県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

阿
部
知
事
を
交
え
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
や
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

日
時　

12
月
16
日
㈫
午
後
６
時
〜

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

● 

そ
の
他　

詳
細
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

 

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
上

小
支
部（
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

　
　

TEL
25
・
７
１
２
４

さ
さ
ら
の
湯

イ
ベ
ン
ト
情
報

◇
湯
け
む
り
川
柳

● 

応
募
期
間　

12
月
１
日
㈪
〜
平
成
27
年

１
月
12
日（
月
・
祝
）

● 

応
募
場
所　

さ
さ
ら
の
湯
１
階
、
２
階

　

 

フ
ロ
ン
ト
受
付
前

　

※ 

Ｆ
Ａ
Ｘ（
31
・
１
１
４
４
）で
の
応
募

も
可

● 

賞
品　

湯
け
む
り
大
賞「
コ
シ
ヒ
カ
リ

20
㎏
」１
名
、
特
別
賞「
温
泉
優
待
券
10

枚
」１
名
な
ど

◇ 

餅も
ち

つ
き
体
験
・
し
め
縄
作
り
講
習
会

　

昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
と
、
し
め
縄
作
り

講
習
会
を
行
い
ま
す
。
つ
き
た
て
の
お
餅

と
猪し
し

鍋な
べ

の
振ふ

る
舞ま

い
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

　

さ
さ
ら
の
湯　

TEL
31
・
１
１
２
６

第
８
回
う
え
だ

お
は
な
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
本
や
お
話
の

楽
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

●
日
時　

12
月
14
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
創
造
館

● 

内
容　

第
１
部
：
お
は
な
し
広
場（
読

み
聞
か
せ
、
影
絵
、
手
遊
び
、
紙
芝
居

な
ど
）／
午
後
１
時
〜
、
第
２
部
：
ス

テ
ー
ジ
発
表
、
／
午
後
３
時
20
分
〜

●
特
別
ゲ
ス
ト　

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｕ（
詩
の
朗
読
）

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
文
庫
ひ
ら
け
ご

ま（
松
本
）

　
　

TEL
０
９
０
・
８
５
１
６
・
３
１
０
６

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

第
10
回
う
え
だ
給
食
ま
つ
り

　

上
田 

道
と
川
の
駅
お
と
ぎ
の
里「
新
米

餅
つ
き
大
会
」と
の
同
時
開
催
で
す
。
ぜ

ひ
、「
来
て
・
見
て
・
話
し
て
・
食
べ
て
み

て
」く
だ
さ
い
。

● 

日
時　

12
月
13
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

上
田 

道
と
川
の
駅

● 

内
容　

展
示（
学
校
給
食
の
安
全
・
安

心
・
お
い
し
さ
へ
の「
こ
だ
わ
り
」な

ど
）、
試
食
、
給
食
ゲ
ー
ム
な
ど

●
参
加
費　

無
料

　

 

う
え
だ
給
食
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局（
上
田
市
職
員
労
働
組
合
内
）

　
　

TEL
27
・
０
２
０
０

講
座
・
教
室

信
濃
国
分
寺
資
料
館

「
資
料
館
講
座
」

● 

日
時　

①
12
月
13
日
、
②
平
成
27
年
１

月
17
日
、
③
２
月
14
日
、
④
３
月
14
日

の
土
曜
日
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正

午
● 

内
容　

①「
復
習
、
仏
教
伝
来
か
ら
国

家
仏
教
へ
Ⅰ
」、
②「
丸
子
淵ふ
ち

の
上う
え

遺
跡

出
土
の
土
偶
形
容
器
と
初
期
弥
生
文

化
」、
③「
国
史
跡
鳥と

羽ば

山や
ま

洞
窟
遺
跡
の

柿こ
け
ら

経き
ょ
うの
な
ぞ
」、
④「
復
習
、
仏
教
伝
来

か
ら
国
家
仏
教
へ
Ⅱ
」

●
講
師　

市
職
員
・
学
芸
員

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

●
定
員　

40
名

●
受
講
料　

４
０
０
円（
資
料
代
４
回
分
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

お
楽
し
み
ス
キ
ー
フ
ェ
ス
タ

● 

日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰（
受
付

午
前
８
時
30
分
〜
９
時
）

● 
場
所　

菅
平
高
原
裏
太
郎
ゲ
レ
ン
デ
・

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ま
び
こ
前

●
対
象　

小
学
１
年
生
以
上

● 

内
容　

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ス
キ
ー
指
導

（
初
心
者
〜
上
級
者
）

● 

参
加
費　

小
学
生
４
０
０
０
円
、
中
学

生
以
上
４
５
０
０
円（
リ
フ
ト
代
、
保

催
し
／
講
座
・
教
室
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険
料
込
）

● 

申
し
込
み　

１
月
４
日
㈰
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　
 

上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局（
ス

キ
ー
シ
ョ
ッ
プ
プ
レ
ス
ト
内
）

　
　

TEL
26
・
０
４
０
１

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

● 

日
時　

平
成
27
年
１
月
16
日
〜
２
月
27

日
の
金
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時（
全

６
回
）

● 

場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
日
の
出
ゲ

レ
ン
デ

●
対
象　

ど
な
た
で
も

● 

参
加
費　

１
万
円（
傷
害
保
険
料
含
む
、

別
途
リ
フ
ト
代
）

● 

申
し
込
み　

１
月
14
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

 

上
田
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局（
ス

キ
ー
シ
ョ
ッ
プ
プ
レ
ス
ト
内
）

　
　

TEL
26
・
０
４
０
１

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ス
キ
ー
教
室

　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場
の
小
学
生
リ
フ
ト

無
料
の
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

● 

日
時　

平
成
27
年
１
月
18
日
㈰
午
前
８

時
集
合
、
午
後
４
時
10
分
頃
解
散

● 

場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場（
集
合
・

解
散
／
小
林
自
動
車（
古
里
７
４
１
番

地
）、
昼
食
／
菅
平
サ
ン
ホ
テ
ル
）

● 

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生（
保
護
者
の

同
伴
も
可
）

●
定
員　

先
着
40
名

● 

参
加
費　

小
学
生
４
０
０
０
円
、
大
人

５
０
０
０
円（
バ
ス
、
昼
食
、
保
険
料
、

指
導
料（
小
学
生
の
み
）、
リ
フ
ト
代

（
大
人
の
み
）含
む
）※
ク
ラ
ブ
会
員
は

５
０
０
円
割
引
。
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
は

１
５
０
０
円（
ス
キ
ー
・
靴
の
セ
ッ
ト
）

● 

持
ち
物　

ス
キ
ー
用
具
一
式（
持
参
者

の
み
）、
保
険
証
の
コ
ピ
ー

● 

申
し
込
み　

12
月
８
日
㈪
〜
25
日
㈭

に
、
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
／
FAX
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

上
田
市
要
約
筆
記

初
心
者
講
座

　

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
へ
の
大
事
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
で
あ
る「
書
い

て
伝
え
る
」要
約
筆
記
の
必
要
性
を
学
び

ま
す
。

● 

日
時　

①
平
成
27
年
１
月
17
日
㈯
、
②

２
月
７
日
㈯
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15

歳
以
上
の
方（
中
学
生
は
不
可
）

● 

定
員　

各
回
15
名（
最
少
催
行
人
数
４

名
。
両
日
受
講
可
）

●
受
講
料　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

● 

申
し
込
み　

12
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ（
受
講
希
望
者
に
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
）。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

● 

日
時　

平
成
27
年
１
月
20
日
〜
２
月
17

日
の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
５
回
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

内
容　

点
字
の
仕
組
み
・
基
礎
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
点
訳
技
術

● 

講
師　

点
訳
サ
ー
ク
ル「
で
ん
で
ん
虫

の
会
」

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
点
訳
に
興

味
が
あ
り
、
全
講
座
受
講
後
、
点
訳
に

か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
方

●
定
員　

10
名

●
受
講
料　

５
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

● 
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
パ
ソ
コ
ン（
お

持
ち
の
方
の
み
）

● 
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
（
TEL
27
・

２
０
２
５
）へ
。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

講
座
・
教
室
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精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

● 

日
時　

12
月
16
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

● 
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
テ
ー
マ　

統
合
失
調
症
と
お
薬

● 

講
師　

高た
か

橋は
し

敏さ
と
し

氏（
薬
剤
師
）

●
対
象　

精
神
障
が
い
者
を
支
え
る
家
族

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

　
　

TEL
25
・
２
０
０
０

　
　
（

健
康
推
進
課
）

募　

集

平
成
27
・
28
年
度
入
札（
見
積
）

参
加
申
請
の
受
付

　

平
成
27
・
28
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

物
品
の
購
入
、
製
造
の
請
負
、
役
務
・
業

務
委
託
の
入
札（
見
積
）に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は「
入
札（
見
積
）参
加
資
格
審
査

申
請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
申
請
す
る
と
、
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
、
２
年

間
有
効
で
す
。

● 

受
付
期
間　

平
成
27
年
１
月
４
日
㈰
〜

31
日
㈯（
必
着
）※
窓
口
で
の
受
付
は
、

上
記
期
間
中
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

● 

提
出
方
法　

市
役
所
契
約
検
査
課
宛

　

 （
〒
３
８
６

－

８
６
０
１　

住
所
不
要
）

に
郵
送
、
ま
た
は
左
記
窓
口（
市
役
所

南
庁
舎
２
階
）ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

● 

そ
の
他　

募
集
要
領
、
申
請
書
類
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
か
、
左
記
、
お
よ
び
丸
子
・
真

田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
地
域
振

興
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

契
約
検
査
課　

TEL
23
・
５
２
５
７

「
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」

先
を
募
集

　

平
成
28
年
春
季
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ

る「
第
67
回
全
国
植
樹
祭
」で
植
樹
す
る
苗

木
を
育
て
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
事
業
の
詳
細
・
申
込
方
法
な
ど
は
長

野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

長
野
県
森
林
づ
く
り
推
進
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
７
６

　
　

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課

　
　

TEL
25
・
７
１
３
８

　
　
（

森
林
整
備
課
）

第
６
回
山
本
鼎

版
画
大
賞
展
作
品
募
集

● 

応
募
期
限　

12
月
15
日
㈪
ま
で（
火
曜

休
館
）

● 

作
品
の
種
別　

版
に
よ
る
表
現
を
行
っ

た
も
の

●
作
品
の
テ
ー
マ　

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

● 

そ
の
他　

表
彰
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

出
品
料
や
応
募
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

● 

応
募
方
法　

郵
送
、
ま
た
は
左
記
窓
口

へ
。

　

市
立
美
術
館　

TEL
27
・
２
３
０
０

市
役
所
地
下
食
堂
の

運
営
事
業
者
を
募
集

● 

対
象　

県
内
に
事
業
所
を
有
し
食
堂
運

営
が
可
能
な
企
業
、
ま
た
は
個
人

●
場
所　

市
役
所
地
下
１
階
食
堂

●
事
業
開
始
日　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜

● 

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈪
〜
平
成
27
年

１
月
９
日
㈮

◇
募
集
説
明
会

● 

日
時　

12
月
８
日
㈪
・
17
日
㈬
の
午
後

２
時
〜

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
５
階
会
議
室

　

 

上
田
市
職
員
互
助
会
事
務
局

　
　
（

人
材
開
発
課
）

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
２
０
３
）

自
衛
官
な
ど
の
募
集

◇
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
・
生
徒

● 

応
募
資
格　

中
学
校
卒
業（
見
込
含
）以

上
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
17
歳
未

満
の
男
子

● 
受
付
期
間　

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮
ま

で
●
一
次
試
験
日　

１
月
24
日
㈯

◇
防
衛
大
学
校
一
般
・
後
期

● 

応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業（
見
込
含
）

以
上
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
21
歳

講
座
・
教
室
／
募
集
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未
満
の
男
女

●
受
付
期
間　

１
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮

●
一
次
試
験
日　

２
月
28
日
㈯

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

　
　
（

市
民
課
）

募
集

シリーズ

さよなら上田市民会館 VOL.7

　上田市民会館と白鳥バレエ学園

　白鳥バレエ学園上田教室は、約50年
前から隔年の発表会を中心に、この舞
台で多くの作品を発表し、たくさんの
生徒を育んできました。バレエの古典
（白鳥の湖・くるみ割り人形・眠れる森
の美女）のほか、民話を題材とした「太
郎山の笛」、「鬼女紅葉」などの和物は、
年配の方々の楽しみとなっており、ク
ラシックとともに、会のたびに大きな
拍手をいただきました。
　上田文化会館が建設される前の文芸
祭はこの市民会館で開かれ、和楽の
方々からの希望で小唄・端

は

唄
うた

に振
ふ

り付
けた作品も上演しました。また、今年
のローザンヌ国際バレエコンクール第
１位の二

に

山
やま

治
はる

雄
お

さんもこの舞台で勉強
しました。
　四季の移ろいの美しい上田城を背
に、春は桜、秋は黄金に輝く美しい
銀
いちょう

杏の雄々しさ、館内では、大きな舞
台の豪華な緞

どん

帳
ちょう

、楽屋の上と下で合図を交わした舞台裏。大勢の生徒とのドラマが一杯詰まっているこ
の会館が、永久に消える…。
　50年余り、様々な催しをずっと温かく見守って来た会館。私たちは感謝の舞台をここに捧げます。お
別れの作品は、｢日本昔物語｣と花のワルツです。
　さようなら市民会館。ありがとう市民会館。12月６日㈯・７日㈰に開催される「さよならイベント」で、
いよいよラストステージを迎えます。（白鳥バレエ学園）

12月26日に市民会館は完全閉館します。
ありがとうございました。

　市民会館　TEL22・0762
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武石地域自治センター

丸子地域自治センター

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e
tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

上田市役所

真田地域自治センター

eeeeeee

市内の県指定文化財を紹介するコーナーです。化文化文化文化文化財を財を財財を財を財を紹介紹介紹紹介紹介紹介紹介すすすすすす ナナナナ すすすす

お宝発見！
上田の

別
所
温
泉
の
怒
り
天
神「
絹け

ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

綱つ
な

敷し
き

天て
ん

神じ
ん

像ぞ
う

」（
県
宝
）

　

別
所
温
泉
に
あ
る
常
楽
寺
は
、
歴
代
の
住
職
が
遺の
こ

し
伝

え
た
豊
富
な
寺
宝
に
加
え
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
貴
重

な
文
化
財
や
美
術
品
を
文
化
財
保
護
の
た
め
に
収
集
し
、

常
楽
寺
美
術
館
で
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
綱
敷
天
神
像
は
、
束そ
く

帯た
い

と
い
う
平
安
時
代
の
貴
族

の
正
装
に
笏し
ゃ
く

を
手
に
持
つ
姿
で
、
な
な
め
左
を
向
く
菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

綱
敷
天
神
像
と
呼
ば
れ
る
画
題
で
、
菅
原
道
真
が
大だ

宰ざ
い

府ふ

へ
の
配
流
の
途
中
に
休
む
た
め
の
敷
物
が
な
か
っ
た
た

め
、
船
の
大
綱
を
か
わ
り
に
用
い
た
と
い
う
逸
話
に
基
づ

い
て
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
絵
の
画
面
上
部
に
は
、

応
永
12（
１
４
０
５
）年
８
月
に
書
か
れ
た
と
い
う
絵
を
た

た
え
る
文
章
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
の
製
作
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
全
国
の
天
神
像
全
体
の
中
で
も
古
い
作
例

に
属
し
、
菅
原
道
真
の
怒
り
の
表
情
や
着
衣
、
背
景
の
梅

の
枝
の
描
写
表
現
が
優
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
原
道
真
は
、
平
安
時
代
に
右
大
臣
と
し
て
国
の
政
治

の
中
心
で
活
躍
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
陰
謀
に
よ
り
突
然
九

州
の
大
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
死
後
、

都
に
天
変
地
異
が
多
発
し
た
こ
と
か
ら
、
菅
原
道
真
の
祟た
た

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
興
味
が

あ
る
親
子
あ
つ
ま
れ
！

　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
興
味
の
あ
る
親
子

と
市
内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
つ
な
ぐ
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

仲
間
と
育
ち
合
う
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活

動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
わ
せ
て

ス
マ
イ
ル
マ
ム
ネ
ッ
ト
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ（
市
内

の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
議
）に
加
入

し
た
い
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま

す
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

● 

内
容　

子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
体
験
、

各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹
介
と
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

● 

対
象　

０
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

　

子
育
て
支
援
団
体W

ith:m
om

　
　
　

w
ith.m

om
@
ezw
eb.ne.jp

　
　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
26
・
３
０
９
６

募
集

り
だ
と
恐
れ
ら
れ
、
天
神
様
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
学
問
の
神
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

綱
敷
天
神
像

※
現
在
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

西部地域軽トラ市推進委員会

軽
ト
ラ
市
を
通
じ
て
地
域
の
交
流
を

活
発
に
し
た
い

鈴す
ず

木き　
 

永ひ
さ
し

さ
ん

〈事業の紹介〉
西部地域軽トラ市推進委員会
は、平成26年９月にわがまち
魅力アップ応援事業の採択を受
け、軽トラ朝市の開催・運営を
行っています。今後も出店者を
募りながら、軽トラ朝市を継続
する予定です。

　

西
部
地
域
軽
ト
ラ
市
推
進
委
員
会
は
、
地
域
内
で
の「
地
産

地
消
の
推
進
」、「
買
物
弱
者
へ
の
支
援
」の
た
め
の
軽
ト
ラ
に
よ

る
朝
市
の
開
催
を
目
的
に
、
今
年
８
月
、
３
名
の
会
員
で
発
足

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
発
足
後
直
ち
に
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
の
申
請
を
行
う
と
と
も
に
、
軽
ト
ラ
朝
市
の
出
店
者
の
募
集

を
開
始
し
ま
し
た
。
９
月
の
事
業
採
択
を
受
け
、
10
月
26
日
㈰

に
、
５
名
の
出
店
者
に
よ
り
、
第
１
回
目
の
朝
市
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
丸
山
邸（
常
磐
城
）で
は
、
野
菜
、
果
物
、
花

な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
の
３
時
間
に
、
50

名
を
超
え
る
お
客

が
訪
れ
、中
に
は
、

売
り
切
れ
に
な
る

も
の
も
出
る
な

ど
、
賑に
ぎ

わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

同
委
員
会
代
表

の
鈴
木
さ
ん
は
、

「
初
め
て
朝
市

を
開
催
し
ま
し

た
が
、
予
想
を

上
回
る
お
客
さ

ん
の
来
場
に
驚お
ど
ろ

い
た
。
今
後
も

上
田
産
の
お
い

し
い
も
の
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
生
産
者
と
消
費
者
で
あ
る
お
客
さ
ん
と
の

交
流
の
場
と
な
る
よ
う
に
、
出
店
者
数
を
増
や
す
な
ど
朝
市
の

内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」と
、
今
後
へ
の
期
待
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
今
後
も
毎
月
１
回（
第
３
日
曜
日
）朝
市
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
会
場
内
へ
の
休
憩
所
の
整
備
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈲ダンディ信濃（トミー企画 TEL23･1706）へ。



※参加費（受講料）、申し込みの記載がないものは、参加費無料、申込不要です。

ふれあいさなだ館 TEL72・2500
FAX72・4000

ふれあいさなだ館冬のプール水遊び教室
日　時 　平成27年１月10日㈯～12日（月・祝）の
 14：00～15：30（３日間）
内　容 　顔つけ、バタ足、水遊びなど水に慣れる教室で

す。
対　象 　小学１～３年生
定　員 　先着15名
参加費 　3,000円（３日分、入館料含む）
申し込み 　12月10日㈬以降、申込用紙（窓口にあり、また

はFAX送信可）に必要事項を記入し、参加費を
添えて窓口へ。

アクアプラザ　　　　　　　TEL26・2626

◇ベビースイミング（10回コース）
コース/対象  ①０歳児コース／６か月～１歳未満児と保護者
　 ②１歳児コース／１～２歳未満児と保護者
　 ③２歳児コース／２～３歳未満児と保護者
　 ④３歳児コース／３～４歳未満児と保護者
期　日 　①②１月13日～３月17日の火曜日
 ③④１月９日～３月20日の金曜日
 （１月30日㈮は休講）

真田図書館　　　　　　　　　TEL72・8080

原書で読むおとなのブックサロン
赤毛のアン～Anne of Green Gables～
　赤毛のアンを題材に感じたことや話を聞いてみたい方、
集まりましょう。雰囲気を楽しむために、ぜひ原書もトラ
イしてみませんか。
日　時 　12月20日㈯、平成27年１月10日㈯の
 13：30～15：30（一日のみの参加も可）
定　員 　先着20名（託児は先着10名。３か月～未就学児）
持ち物 　「赤毛のアン」（英語本、日本語本のどちらでも）
申し込み 　12月10日㈬以降、電話で。
その他 　託児無料

丸子図書館　　　　　　　　　TEL42・2414

クリスマスおはなし会
　「エプロンママ」の皆さんによる、クリスマスにちなんだ
おはなし会を開催します。サンタクロースも登場します。
日　時 　12月20日㈯10：30～

内　容 　①「大坂の役と幸村（信繁）の奮戦」、
 ②「二度の上田合戦と民衆」、
 ③「関ヶ原の戦いと昌幸家臣団のその後」
講　師 　①北

きたがわ

川央
ひろし

氏（大阪城天守閣館長・特別ゲスト）
 ② 堀

ほりうち

内泰
やすし

氏（上小郷土研究会副会長）
 ③寺

てらしま

島隆
たか

史
し

氏（元市立博物館長、上田女子短期
　大学非常勤講師）

定　員 　先着40名（１回のみの受講も可）
参加費 　1,500円（３回分。１回500円）
申し込み 　12月10日㈬以降、電話で。

時　間 　①12：00～12：30、②③④11：00～11：50
定　員 　先着各25組
参加費 　3,400円（別途入館料）
◇燃やせ体脂肪！ボディシェイプ教室（10回コース）
日　時 　１月９日～３月20日の金曜日13：00～13：50
 （１月23日㈮は休講）
定　員 　先着15名
参加費 　3,500円（別途入館料）
◇水中バラエティダイエット教室（10回コース）
日　時 　１月13日～３月17日の火曜日19：00～19：50
定　員 　先着20名
参加費 　3,500円（別途入館料）
◇パワーヨガ教室（10回コース）
日　時 　
Ａ １月５日～

３月16日の月曜日
15：00～16：00

Ｂ 19：00～20：00
定　員 　先着各15名
参加費 　3,500円（別途入館料）
◇ハワイアンヨガ教室
日　時 　

Ａ（10回コース） １月16日～
３月20日の金曜日 19：00～20：00

Ｂ（８回コース） １月10日～
２月28日の土曜日 10：10～11：10

定　員 　各15名
参加費 　Ａ3,500円（別途入館料）
　　　　　Ｂ2,900円（別途入館料）
◇共通事項
申し込み 　12月15日㈪以降（パワーヨガ、ハワイアンヨガ

は12月20日㈯以降）、参加費・印鑑を持参の上、
直接窓口へ。

その他  全教室祝日は休み。
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施設イベント ※場所の記載がないイベントは、文頭の各施設で実施します。

曲　目 　「ベートーヴェン交響曲第８番」、「こうもり序
曲」、「美しく青きドナウ」のほか、ヨハン・シュ
トラウスやルロイ・アンダーソンの作品など、
新春にふさわし
い音楽をお届け
します。

料　金 　一般3,000円
 （当日3,500円）
 高校生以下
 1,000円
チケット 　信州国際音楽

村、平安堂（上
田店・上田しお
だ野店）、丸子
文化会館ほかで
販売

信州国際音楽村 TEL42・3436

クリスマスキッズコンサート2014
　毎年恒例の『クリスマスキッ
ズコンサート』を開催します。
今回の出演「ラトレ」のみなさん
による楽しいコンサートです。
丸子地域出身の作曲家の相

あいざわ

澤
洋
ひろまさ

正さんらを中心とした、ピア
ノ・チェロ・フルート奏者の皆さんがクリスマスの楽しい
曲を演奏します。絵本の読み聞かせコーナーも予定してい
ます。親子でクリスマスの曲を楽しみましょう。
日　時 　12月23日（火・祝）11：00～12：00（開場10：30）
出　演 　相澤洋正氏（作曲・ピアノ）ほか
料　金 　500円（３歳未満は無料）

KODAMA金曜サロン「年忘れジャズライブ」
　12月は地元出身のジャズトランぺット奏者奥

おくむら

村晶
しょう

氏ら
を中心とした、ジャズカルテット（四重奏）です。
日　時 　12月26日㈮18：00～20：30
 （ゆうぐれCAFE18：00～、開演19：00）
出　演 　奥村晶氏
 （トランペット）
 平

ひら

田
た

フミト氏
 （ピアノ）
 岸

きし

徹
てつ

至
ゆき

氏
 （ベース）
 高

たかはし

橋徹
とおる

氏
 （ドラムス）
料　金 　1,500円
 （ドリンク付き）
チケット 　信州国際音楽

村、平安堂（上
田・上田しおだ
野店）、丸子文化会館ほかで販売

ニューイヤーコンサート2015
　音楽村の「新春」を飾る、華やかな弦楽六重奏のコンサー
トです。コンサート前には地元の醸造元らの協力により、
限定の活性にごり酒（Japaneseシャンパン）、しぼりたて
生酒などの試飲、お汁

しる

粉
こ

の振
ふ

る舞
ま

いなども予定しています。
日　時 　平成27年１月３日㈯15：00～（開場14：30）
出　演 　長

ながはら

原幸
こう

太
た

氏（読売日本交響楽団コンサートマス
ター）withニューイヤーフレンズ

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

図書館員とそのたまごたちによるおはなし会
　図書館員と上田女子短期大学の学生によるおはなし会で
す。読み聞かせのあとに絵本選びのお手伝いをしますので、
図書館のカードを持ってお出かけください。
日　時 　12月21日㈰11：00～11：30
内　容 　当日のお楽しみ
対　象 　幼児とその保護者

フラワーアレンジ講習会
　伝統の和風文化に思いきり親しんでみましょう。正月用
花（フラワーアレンジ）の作り方と薄茶の飲み方を指導いた
だきます。花の作製後、一服の薄茶をお楽しみください。
日　時 　12月27日㈯13：30～15：30
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
テーマ 　正月迎えの花と抹茶を楽しむ
講　師 　関

せきぐち

口鶯
おう

佳
か

氏（勅使河原和風会・青い鳥主宰）
定　員 　先着30名
受講料 　2,500円（材料費含む）
持ち物 　花ばさみ、エプロン、作品を持ち帰るため袋、

ゴミ袋
申し込み 　12月６日㈯～21日㈰に、電話で。

サロントーク　in　真田丸の世界
　サロントーク（コーヒー付き）では、講師のお話を伺い、
自由に意見交換をして、楽しく学び、交流を図ります。
日　時 　①平成27年１月17日㈯、②２月14日㈯、③３   

　月21日（土・祝）いずれも18：30～20：00
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　先月開館したサントミューゼ小ホールこけら落とし事業として、上田市出

身のヴァイオリニスト中澤きみ子氏による「未来のヴァイオリニストリサイ

タル」が開催されました。

　事前に選ばれた４名の「未来のヴァイオリニスト」の皆さんは、中澤さんの

丁寧な指導に、笑顔を交えながら真剣に聞き入っていました。

サントミューゼ小ホールこけら落とし
未来のヴァイオリニストリサイタル

　「そば」の振興・地産地消の推進・観光とおもてなしを語り合い、「信州そ

ば」のさらなるブランド化を目指す「日本そばサミットin上田」が開催されま

した。市内ホテルで行われた講演会などでは、立見が出るほどの大盛況とな

り、また、上田城紅葉まつり会場で行われた「信州そばフェスタ」にも多くの

来場者が訪れ、地元のそばをおいしく食べていました。

日本そばサミットin上田
そばで生産者・お客様・地域を元気に！

11月８日㈮～10日㈰

ともしび博物館の紅葉
　武石地域のともしび博物館では、今年も鮮やかに色付いた紅葉が、入館者を迎えました。
11月１日には同館でともしび茶会が開催され、100名あまりの方が参加しました。この日の天
候は、あいにくの雨となりましたが、参加者は、茶室「煌

こう

庵
あん

」と屋外に設けられた茶席で茶会を
楽しみました。東京から訪れた参加者は、「綺麗な紅葉を見ながら、会話をしているとホッと
する。毎年楽しみにしている」と話していました。

　丸子文化会館セレスホールで開かれた金管アンサンブルコンサートの終了

後、「中学生のための金管クリニック」が開催され、市内５校の吹奏楽部員約

50名が受講しました。

　トランペット、トロンボーン、ホルン、チューバの４グループに分かれて

の指導に、部員たちは皆真剣な面持ちで練習に取り組んでいました。

　上田地域産業展が上田城跡公園体育館などで開催され、市内や周辺市町村

から98の企業・団体が出展し、約4,800人の来場者でにぎわいました。メイ

ン会場でのブース展示をはじめ、出展企業のプレゼンテーションや技能士の

技の実演などもあり、地域産業の活力や高い技術力を再認識する場となりま

した。

中学生のための金管クリニック（演奏指導）
～by C

カ ナ デ ィ ア ン

anadian B
ブ ラ ス

rass～

上田地域産業展2014
地域産業のすばらしさを体験・再認識

11月３日（月・祝）

10月24日㈮・25日㈯

11月２日㈰

表紙説明
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　「銀座NAGANO～しあわせ信州シェアスペース～」オープ
ニングセレモニーに出席しました。
　「銀座NAGANO」は、新築８階建ビルの１・２・４階を使
用し、物販をはじめ観光情報や移住交流相談など、幅広く
信州の暮らしを体感していただけるトータルスペースとし
て、県が開設したものです。
　私は「信州首都圏総合活動拠点整備推進会議」のメンバーと
して、また、県市長会の代表として参画し、出店場所の選定
や基本コンセプト
の策定などから携
わってきました。
これからオール長
野県体制でこの施
設を十分活用し、
信州の魅力を発信
してまいります。

動画はこちらから

10月26日㈰

「銀座NAGANO
～しあわせ信州シェアスペース～」
オープン！

　「第27回長野県マーチングコンテスト中学校パレードコ
ンテストの部」で金賞を受賞し、「第28回東海マーチングコ
ンテスト」、「第49回マーチングバンド関東大会」に出場す
る丸子北中学校吹奏楽部の皆さんが、報告に訪れました。
　小

こ

松
まつ

友
ゆ

梨
り

さん（３年・部長）は、「見る人に感動を与えられ
る演技・演奏をしたい」、小

こ

宮
み

山
やま

早
さき

夏
か

さん（３年・ドラムメ
ジャー）は、「部員全員が一丸となって、全国大会出場を達
成したい」と、抱負を語ってくれました。
　私からは「強豪
校に負けない強い
精神力で、練習の
成果を発揮し、上
位大会に進めるよ
う期待していま
す」とエールを贈
りました。

10月30日㈭

マーチングコンテスト
東海大会・関東大会出場
表敬訪問

　本会議は、ニューカマーと呼ばれる南米日系人を中心と
する外国人住民が多数居住する全国26都市の自治体関係
者が集まり、多文化共生への課題を考える会議で、東京都
内の砂防会館で開催されました。私が参加した長野・岐
阜・愛知ブロックでは、「外国人の子どもの教育について」
をテーマに、提言の発表と上田市の現状を報告し、関係府
省庁との討論を行いました。
　これまでも本会議からの要望が成果を挙げてきているこ
とから、今後も、
都市間連携を深め
ながら、すべての
住民が安心して暮
らせる地域社会の
実現を目指してま
いります。

11月10日㈪

外国人集住都市会議

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

　午前７時30分から上田駅前において上田警察署、上田
エンジェルス隊、上小防犯協会女性部などの皆さんと、ラ
イポ君とあかりちゃん（ゆるキャラ）も一緒に、通勤・通学
者約2,000人に特殊詐欺被害の防止を呼びかけました。10
月末現在の県内の特殊詐欺被害は154件、総額８億７千万
円余と、昨年を上回るペースで発生し、特に高齢者、また、
11・12月が最も被害が多い状況となっています。
　「強い地域力」、「家族の絆」を築き、市民の皆さんの力
で特殊詐欺を絶ち
斬っていきましょ
う。

11月14日㈮

上田駅前で
特殊詐欺被害防止啓発活動
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四ツ葉ス
ケッチチ

　11月１日・２日の２日間、第43回とも
しびの里文化祭が開催されました。武石公
民館には、武石で活動している10団体の
皆さんが作った山野草や生花、絵手紙、絵
画、写真、木彫、パッチワーク、籐

とう

手
しゅ

芸
げい

な
ど、1,000点を超える多くの作品が展示さ
れ、訪れた人たちの目を楽しませていまし
た。中にはプロ級の作品もあり、作品の前
で長時間鑑賞している人の姿も見られ、質
の高い文化祭となりました。
　また、保育園児・小中学生の絵画や習字
などが展示され、保護者の皆さんが我が子
の作品に笑顔で見入っていました。その他、
武石児童館、デイサービスの皆さんの作品
も展示され、信州せいしゅん村、武石生活
改善グループ協議会、生活クラブ、武石ス
ポーツ協会の活動なども紹介されていまし
た。
　合わせて開催されたJAフェスティバル
には多くの人が集まり、武石の食材を使っ
た料理や農産物に秋を満喫していました。

１
０
０
０
点
以
上
の
作
品
を
展
示

と
も
し
び
の
里
文
化
祭

　

来
年
４
月
、
市
内
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
第

33
回
上
田
真
田
ま
つ
り

の
決
戦
劇
で
、
主
役
の
６

代
目
真
田
幸
村
公
役
と

影
武
者
の
５
代
目
穴
山

小
助
公
役
の
演
者
を
決

定
す
る「
真
田
幸
村
コ
ン

テ
ス
ト
」が
、
11
月
１
日

に
大
阪
市
天
王
寺
区
で

開
催
さ
れ
、
３
日
、
上
田

城
け
や
き
並
木
紅
葉
ま

つ
り
の
会
場
で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
加か

藤と
う

隆た
か

史し

さ
ん（
大
阪
府
八
尾
市
）は
、

「
大
阪
と
上
田
を
繋つ
な

ぐ
幸
村
公
と
し
て
、
不ふ

惜し
ゃ
く

身し
ん

命み
ょ
う

の
心
を
持
っ
て
戦
い
た
い
」、
準
優
勝
の
井い
の

上う
え

温あ
つ

子こ

さ
ん（
大
阪
市
）は
、「
新
し
い
小
助
役
を
幸
村
公
と

と
も
に
頑
張
り
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
代
目
幸
村
公
役
の
篠し
の

崎ざ
き

正ま
さ

康や
す

さ
ん（
諏

訪
市
）と
４
代
目
小
助
公
役
の
高た
か

橋は
し

夢む

宇う

美み

さ
ん（
金

沢
市
）、
殺た

陣て

サ
ー
ク
ル
眞し
ん

の
メ
ン
バ
ー
ら
に
よ
り
、

大
坂
の
陣
の
激
戦
地
の
一
つ「
道
明
寺
の
戦
い
」を

テ
ー
マ
に
し
た
決
戦
劇
も
披
露
さ
れ
、
迫
力
あ
る
真

田
軍
と
伊
達
政
宗
軍
の
攻
防
に
、
観
客
た
ち
は
戦
国

の
世
に
思
い
を
馳は

せ
て
い
ま
し
た
。

大阪と上田の懸け橋に
真田幸村コンテスト～６代目幸村お披露目～

2828



このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　

11
月
１
日
、
鹿
教
湯
温

泉
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
第
２
回
鹿
教
湯
温
泉

ふ
れ
あ
い
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
あ
い
に
く

の
天
気
の
中
、
参
加
者
40

名
が
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使

い
、
歩
き
方
を
含
め
念
入

り
に
準
備
体
操
を
し
、
そ

の
後「
か
け
爺
の
お
散
歩

コ
ー
ス
／
４
㎞
」と「
真
田

姫
湯
治
コ
ー
ス
／
８
㎞
」の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
は
全
身
運
動
効
果
が
高
い
ば
か
り

で
な
く
、
里
山
の
景
色
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
行
う
こ
と
で
、
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。参
加
者
は「
雨

降
り
が
残
念
で
し
た

が
、
き
れ
い
な
紅
葉

や
す
が
す
が
し
い
空

気
が
感
じ
ら
れ
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま

し
た
」と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
鹿
教
湯

温
泉
商
店
街
で「
真さ
な

田だ

姫ひ
め

道み
ち

ゆ
め
ぐ
り
散

歩
」
も
開
催
さ
れ
、

真
田
姫
と
侍
女
に
扮

し
た
丸
子
修
学
館
高

等
学
校
演
劇
部
の
皆

さ
ん
が
商
店
街
を
練

り
歩
き
、
鹿
教
湯
の

街
が
一
層
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

鹿教湯温泉ふれあいノルディックウォークフェスタ

きれいな景色でリフレッシュ！

　10月25・26日の２日間、第13回真田幸村ロマ
ンウオークが市内５つのコースに分かれて行われ
ました。真田会場となった26日の「真田三代発祥
の里コース」には、県内外から例年より100人ほど
多い250人を超える皆さんが参加しました。
　真田地域自治センターを発着地とし、御屋敷公
園、真田氏本城跡、長谷寺、山家神社、信綱寺な
ど真田氏の足跡をめぐる約22㎞のコースを、参加
者は秋の景色を楽しんだり、神社やお寺にお参り
したり、真田氏歴史館を見学したりと、自分のペー
スに合わせてゴールを目指して歩きました。
　コースの途中で、りんご栽培農家の方からりん
ごのおもてなしをいただき「おいしい」、「甘いね」
と一息ついて、また元気に歩きだしていました。
　ゴールでは、地元の野菜やきのこがたっぷり
入った振

ふ

る舞
ま

い汁もサービスされ、参加者は爽
さわ

や
かな秋の１日を、真田氏の歴史と自然豊かな真田
の里を満喫していました。

第
13
回
信
州
上
田
真
田
幸
村
ロ
マ
ン
ウ
オ
ー
ク

真
田
氏
の
足
跡
を
め
ぐ
る
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NHK交響楽団メンバー
による高校生
ワークショップ

　　10月16日㈭
　講師にNHK交響楽団ティ
ンパニ首席奏者の植

うえ

松
まつ

透
とおる

さ
んをお迎えして開催した大
スタジオ打楽器ワークショップに、市内高等学校吹奏楽班な
どの生徒16名が参加しました。
　植松さんの指導では、体を大きく動かすイメージを忘れず
強音から弱音まで打ち続ける練習など、班活動の練習にすぐ
に生かせる指導をいただきました。また、別日程で管楽器や
弦楽器のワークショップも実施され、吹奏楽や弦楽班に在籍
する市内の高校生が国内トップの指導を受ける有意義な機会
となりました。

ピアノ調律師による
楽器構造
ワークショップ

　10月17日㈮
　調律師の外

と

山
やま

洋
ひろ

司
し

さん、
サントミューゼのピアノ
選定者、仲

なか

道
みち

郁
いく

代
よ

さんに
よるピアノ調律ワークショップに、34名が参加しました。
　ピアノは学校に必ず１台あり、家庭でお持ちの方も多い身
近な楽器ですが、調律師という仕事が存在するほど繊細な楽
器であることは、なかなかイメージし難い世界です。参加者
からは「話が分かりやすく、部品にも触れられて良かった」、
「ピアノの奥深さが分かった」といった声がありました。

お絵かきボード、
利用始まる   10月15日㈬
　秋空の下、市立美術館に
設置されたお絵かきボード
のお披露目・使い初

はじ

めに、
南部保育園年長児18名が
参加しました。園児たちは
自由な発想で思い思いに描き始め、真っ白なボードには色鮮
やかな水性絵具がどんどん塗られていき、１時間ほどで市立
美術館最大の作品ができ上がりました。
　このお絵かきボードは、全長18m、高さ１mのアクリル板
製で、国際ソロプチミスト上田の皆さんからの寄付により設
置することができました。子どもたちの表現の場として活用
いただけるよう、イベントを企画してまいりますのでご利用
ください。

木版画体験教室
　10月25日㈯・26日㈰

　11月９日㈰まで開催し
た「山本鼎のすべて展」に関
連した体験教室プログラム
として木版画体験教室を行
い、100名近くの方に参加
いただきました。
　版画は徐々に作品が仕上る絵と違い、一生懸命彫った版を
刷ることによって、初めて作品と出会える喜びが魅力的です。
家族で参加された方も多く、版画の奥深さと面白さを体感で
きた様子で、教室には皆さんの笑顔があふれていました。

サントミューゼ　各種イベントが始まりました
　先月開館したサントミューゼ（交流文化芸術センター・市立美術館）では、コンサートなどをはじめ、さまざま
なイベントが行われています。10月に開催された行事の中から、体験教室やワークショップなどの様子を紹介
します。

市民提案型記念事業　開催情報

日本画繭
けん

彩
さい

会展
　日本画繭彩会展は、平成６年から今年で20年目を迎えた日本画教室で
す。初心者から経験者まで12人の作品、約30点を展覧します。
　四季折々の自然をモチーフにしたリ、人物や動物を美しい岩絵の具で
表現した日本画作品をぜひご覧ください。
日　時 　12月20日㈯～23日（火・祝） 場　所 　市民アトリエ・ギャラリー
料　金 　無料 　TEL090・4152・7039（並木）

CLPセントラルライブリィプロモーション
Art Festival～Colorful色と音~
　上田市出身イラストレーター「Ai（上

うえ

野
の

愛
あい

）」とペーパーアーティストの「Saki（上
うえ

野
の

咲
さき

）」による姉妹大
規模二人展『心の色「愛～咲く～展」』を開催。子どもたちを対象としたアートワークショップ、さら
にアーティスト・３ピースユニット「P

ページ

age0
ワン

1」による『心の音「ガールズサウンドパーティー」』を実施。
日　時 　12月28日㈰午前９時30分～午後７時30分　　
場　所 　市民アトリエ・ギャラリー、大スタジオ　ほか
料　金 　4,000円（前売り3,500円） 　TEL090・4460・2644（高木）
　　　　　※二人展・ワークショップは無料

　サントミューゼ　TEL27・2000
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◎
12
月
６
日
か
ら
の「
小
松
美
羽
展
」に
向
け
て
、

今
の
気
持
ち
は
？

■
上
田
を
題
材
に
し
て
新
作
を
描
い
て
い
る
の

で
、
時
間
が
あ
る
時
や
煮
詰
ま
っ
た
り
し
た

ら
、
極
力
上
田
に
来
て
色
々
感
じ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
発
想
が
湧
き
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
個
展
が
始
ま
っ
て
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、

色
々
と
心
配
は
あ
る
の
で
す
が
、
今
は
す
ご

く
楽
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

◎
地
元
に
近
い
上
田
で
の
個
展
開
催
に
特
別
な
思

い
は
？ 

■
生
活
圏
だ
っ
た
の
で
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
買
い

物
は
上
田
で
し
た
し
、
母
の
実
家
が
あ
る
の

で
、
必
ず
こ
の
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
の
前
を
通
っ

て
い
ま
し
た
。
上
田
は
真
田
幸
村
な
ど
か
っ

こ
い
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
し
、
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
を
は
じ
め
と
し
た
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
地
に

も
な
っ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
注
目
度
の
あ
る
と
こ
ろ
で
個
展
が
で
き
る

喜
び
は
あ
り
ま
す
。

◎
市
立
北
小
学
校
で
の
特
別
授
業
で
は
、
教
壇
に

立
っ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
？

■
小
学
４
年
生
が
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
る
の
か
が

分
か
ら
ず
、
最
初
は
ど
う
し
て
も
難
し
い
言

葉
を
使
い
が
ち
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は

感
覚
で
受
け
止
め
て
も
ら
え
て
、
宿
題
を
出

し
て
一
週
間
後
に
ち
ゃ
ん
と
言
っ
た
と
お
り

に
描
い
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
心
配
し
す
ぎ

て
申
し
訳
な
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。 

◎
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
み
て
、

い
つ
も
の
感
覚
と
の
違
い
は
？

■
ど
う
し
た
ら
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
っ
て
、
す
ご
く

焦
っ
て
い
ま
し
た
。
お
手
本
を
先
に
描
い
て

し
ま
っ
た
ら
、
絶
対
真
似
し
て
し
ま
う
子
も

い
る
だ
ろ
う
し
。
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
は

自
由
に
描
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
時
に
、
そ

れ
を
う
ま
く
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
く
て
…
。
自

分
が
今
ま
で
感
覚
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
言
葉

に
す
る
の
が
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

◎
小
松
さ
ん
の
作
品
は「
眼
」が
と
て
も
印
象
的
で

す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
心
の
内
面
を
表
し
て
い

る
の
で
す
か
？

■
私
は
動
物
と
人
間
が
平
等
な
世
界
を
求
め
て
い

る
の
で
、
死
ん
だ
り
生
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
は

平
等
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
死
生
観
と

い
う
テ
ー
マ
で
描
い
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
愛
着
の
あ
る
も
の
を
自
然
と
か
物も
の

の
怪け

に
た

と
え
て
、
こ
っ
ち
を
に
ら
ん
で
い
る
と
い
う
か
、

威い

嚇か
く

し
て
い
る
よ
う
に
描
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

◎
銅
版
画
家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

■
美
術
学
校
に
入
っ
た
時
に
、
彫ち
ょ
う

塑そ

・
版
画
な
ど
、

最
初
の
数
週
間
は
何
で
も
挑
戦
で
き
、
初
め
は

洋
画
専
攻
で
し
た
。
私
は
本
格
的
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
、
周
り
は
も
う
す
ご

く
慣
れ
て
い
る
雰
囲
気
で
、
出
だ
し
か
ら
つ
ま

ず
い
た
と
、
ち
ょ
っ
と
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
た
時
に
版
画
を
専
攻
し
て
、「
ず
っ
と
や
り

た
か
っ
た
表
現
が
銅
版
画
で
で
き
る
」と
い
う
こ

と
に
気
が
つ
き
、
版
画
の
研
究
室
に
入
り
ま
し

た
。

◎
洋
画
や
日
本
画
よ
り
版
画
が
魅
力
的
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

■
版
画
の
ほ
う
が
楽
し
く
て
、
し
か
も
版
画
の
ク

ラ
ス
は
少
人
数
だ
っ
た
の
で
、
先
生
に
し
っ
か

り
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
い
い

先
生
で
、
私
が
気
持
ち
悪
い
作
品
を
描
い
て
も

す
ご
く
ほ
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
ど
ん
ど
ん

楽
し
く
な
っ
て
い
っ
て
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
恩
師
の
お
か
げ
で
す
。

◎
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
抱
負
と
、
小
松
美

羽
展
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

■《
四
十
九
日
》を
描
い
た
20
代
の
最
初
の
こ
ろ
か

ら
、
現
在
ま
で
の
死
生
観
を
す
べ
て
展
示
す
る

の
で
、
隠
し
た
く
な
る
よ
う
な
若
い
頃
の
作
品

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
今
の
私
は
信
州
が
原
点
に

あ
っ
て
描
い
て
い
る
の
で
、
こ
ん
な
に
す
ご
い

と
こ
ろ
で
個
展
を
開
け
る
こ
と
は
光
栄
な
こ
と

で
す
。
こ
の
一
か
月
は
と
て
も
大
事
な
時
期
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
み
で
も
あ
り
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
も
あ
り
、
自
分
自
身
が
変
わ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
に
な
る
個
展
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
に
は
来
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で
感
謝
と

い
う
気
持
ち
で
す
。
い
ろ
い
ろ
収
穫
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

小
松
美
羽
展
〜
画
家
・
小
松
美
羽
の
夢
と
挑
戦
〜

開
催
直
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

12
月
６
日
㈯
か
ら
開
催
す
る
小
松
美
羽
展
〜
画
家
・
小
松
美
羽
の
夢
と
挑
戦
〜

を
前
に
、
小こ

松ま
つ

美み

羽わ

さ
ん
に
今
の
気
持
ち
な
ど
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　  市立美術館　TEL27・23003131



この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：160,415人 男：78,501人 女：81,914人 世帯数：65,904世帯
　　　（3,339人）　 　（1,541人）　 　（1,798人）
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若手音楽家による室内楽演奏会
クァルテット・ソレイユ×白

しら

石
いし

光
みつ

隆
たか

　公開リハーサル
普段見学する機会の少ない室内楽のリハーサルを公開します。
翌日のコンサートと合わせて、ぜひご来場ください。
期　日 　12月13日㈯ 場　所 　小ホール
出　演 　クァルテット・ソレイユ（弦楽四重奏）　ゲスト：白石光隆（ピアノ）
料　金 　無料（事前申込不要）※未就学児の入場はご遠慮ください。

【コンサートチケット販売中！】
日　時 　12月14日㈰14：00～（開場13：30） 場　所 　小ホール
料　金 　2,000円（全席指定、25歳以下半額）※未就学児の入場はご遠慮ください。
購入方法 　サントミューゼ（窓口・インターネット）、平安堂（上田店・上田しおだ野店）

仲
なか

道
みち

郁
いく

代
よ

ファミリーコンサート　チケット発売！
今まで生のクラシックに触れたことがない方でも楽しめるプログラムです。
４歳から入場できます。お子様のクラシックコンサート初体験にいかがでしょうか。
日　時 　平成27年１月12日（月・祝）14：00～（開場13：15） 場　所 　小ホール
料　金 　2,000円（全席指定・税込）※25歳以下半額（サントミューゼ窓口で証明書の提示が必要）

［チケット販売］
日　時 　12月７日㈰10：00～
購入方法 　サントミューゼ（窓口・インターネット）、平安堂（上田店・上田しおだ野店）

佐
さ

渡
ど

裕
ゆたか

指揮 兵庫芸術文化センター管弦楽団10周年記念ツアー
「サントミューゼ」のステージに世界の佐渡が立つ！
佐渡裕と世界各地から集結した精鋭たちが奏でる、
激しく熱く魂を揺さぶる圧倒的な感動！
サントミューゼ特別先行販売決定！
日　時 　平成27年４月18日㈯15：00～（開場14：30）
場　所 　大ホール
料　金 　9,000円（全席指定・税込）
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください。
【先行販売】
日　時 　12月６日㈯・７日㈰12：00～16：00
購入方法

　①窓口販売／サントミューゼ特設チケット販売会場
　　※限定200枚（良席を用意）
　　※座席指定、クレジットカード支払い可能
　②電話先行予約／キョードー北陸チケットセンター
 　　　　　（新潟）TEL025・245・5100
【一般販売】
日　時 　12月20日㈯10：00～
購入方法 　サントミューゼ（窓口・インターネット）、井上百貨店、ながの東急百貨店、e-プラス、チケットぴあ
　　　　　※窓口での支払いは現金のみ　※座席指定購入可能なインターネット販売を、ぜひご利用ください。

Ⓒ飯島 隆

チケット

先行・一
般販売

決定！
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